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TIM MARLOW AT THE COURTAULD 

ティム・マーロウ特別講義 

コートールド美術館所蔵品と研究所の役割 三部作 

2010 年作品 DVD：チャプタメニュー＆英語字幕表示機能付き 付属品：英文チャプタガイド 

各巻25 分 本体価格17,600 円 三巻セット特価44,000 円(税別)  

 

ひとりの実業家のプライベートコレクションとして始められたフランス印象派などの百点に上る収蔵品はいま

や国宝級の評価。のち 1932 年に研究所併設の法人格の美術館となり、美術品収集家と名士らからの遺

贈・寄贈による拡充が続き、現在のサマセットハウスに移転。これが英国屈指のアートスポット、コートールド

美術館・研究所だ。英国人収集家アントワーヌ・セイラーン伯爵から 32 点に及ぶ名画が遺贈されたのが

1978 年。美術館の展示作品と研究所の所蔵作品から数点を紹介しながら作品の成立事情、コレクション

の価値を学ぶ三部作。英国 BskyB2010年オンエア。原題：Tim Marlow at the Courtauld 3-part series 

 

第１巻：美術館併設研究所訪問 
原題：Tim Marlow at the Courtauld: Part One 

第２巻：名画鑑賞と創作スケッチ研究 
原題：Tim Marlow at the Courtauld: Part Two 

第３巻：印象派と後期印象派 
原題：Tim Marlow at the Courtauld: Part Three 

まず、初期ルネサンスの展示室を紹介。イタリ

ア近代絵画の創始者ジョットの弟子らによる

十四世紀フィレンツェの三連祭壇画トリプティ

ック。そして、作者未詳の作品が多く研究が

続く三連祭壇画の製作が盛んだったフランド

ル初期ルネサンスの作品を観る。続いて、ス

ケッチ・水彩画・習作などを保存・修復・研究

している研究所を訪ねる。後進育成も創設者

の遺志だという。最後に美術館至宝のひとつ

ルーカス・クラナッハ 1526 年の《アダムとイ

ヴ》を鑑賞する。デューラー作品と比較され、

また、ルターの教会改革提言とともに論じられ

ることが多い主題。そこに描かれた動物たち

をティム・マーロウはどう読み解くだろうか?  

 

フランドルの画家Ｐ・ブリューゲル(父)1563 年の風景

画から始まる第二巻では、英国最大最良といわれる

《ルーベンスの絵画コレクション》。旧約聖書の創世

記に題材をとった《カインとアベル》など代表作の

数々。新約聖書に題材をとる《聖母被昇天》や、ゴル

ゴダの丘のイエスを描く《キリストの昇架》では十字架

建立の場面。いずれもベルギー・アントワープ大聖堂

の祭壇画だが、その制作のための油彩スケッチがこ

こコートールドにある。続いて、ヴェネツイア後期バロ

ックの画家 G･B･ティエポロのフレスコ天井画のひとつ

《ギリシア神話による雄弁家の勝利》のための油彩ス

ケッチ。英国の画家たちによる肖像画コレクションの

なかから、トマス・ゲインズバラ 1770 年代の《夫人マ

ーガレットの肖像》。研究所の修復保存活動を取材。

最後にターナー作品を鑑賞する。 

マネの遺作《フォリー・ベルジェールのバー》。 

X 線研究が解明した事柄は美術史研究の成果

となったが、鑑賞者には不思議な魅力をたたえ

続けている。番組前半では、マネとモネ、そし

て、ルノワールとスーラらパリの画壇を揺るがす

革新運動を、後半ではゴッホとゴーギャン、そし

て最後に、セザンヌ。《アヌーシ湖》を例に戸外

で直にキャンバスを色彩で埋めていった画法か 

ら、セザンヌが自然 

美とどうのように

向き合ったのか

学ぶ。これは風景

画なのだろうか？ 
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2019年度新作  アート・ドキュメンタリ  

西洋絵画の巨匠シリーズ 

全 21巻 DVD セット特別価格 本体価格 840,000円（税別） 

第 1作：『ダ・ヴィンチの展覧会』日本語字幕版 2015 年発売から 21 作品になりました。 

■日本語字幕版（英語音声・日本語、他言語字幕付き）8点  各巻本体価格 44,000 円(税別) 

■英語版（英語音声・英語、他言語字幕付き）13 点      各巻本体価格 40,000 円(税別) 

 

http://www.dvd-train.com/art.html
gaigo
タイプライターテキスト
（価格改定 2022-07-01）




